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月日
部門 会場 棟 教室 8:30～10:00 10:10～11:40 12:40～14:10 14:20～15:50 8:30～10:00 10:10～11:40 8:30～10:00 10:10～11:40 12:40～14:10 14:20～15:50

Ⅰ-１ A101
維持管理・腐食(1)  

Ⅰ-001～Ⅰ-007 小塩 達也
維持管理・腐食(2)  

Ⅰ-008～Ⅰ-014 下里 哲弘
維持管理・腐食(3)  

Ⅰ-015～Ⅰ-021 佐藤 恒明
維持管理・腐食(4)  

Ⅰ-022～Ⅰ-029 石井 博典
維持管理・モニタリング(5)  
Ⅰ-030～Ⅰ-036 伊藤 裕一

維持管理・モニタリング(6)  
Ⅰ-037～Ⅰ-044 水野　裕介

維持管理(7)  
Ⅰ-045～Ⅰ-052 貝戸 清之

維持管理(8)  
Ⅰ-053～Ⅰ-060 梶谷 義雄

維持管理(9)  
Ⅰ-061～Ⅰ-067 南 邦明

維持管理(10)  
Ⅰ-068～Ⅰ-075 柳沼 安俊

Ⅰ-２ A102
橋梁の耐震(1)  

Ⅰ-076～Ⅰ-083 庄司　学
橋梁の耐震(2)  

Ⅰ-084～Ⅰ-091 高橋 良和
橋梁の耐震(3)  

Ⅰ-092～Ⅰ-098 原田　政彦
橋梁の耐震(4)  

Ⅰ-099～Ⅰ-106 西岡 勉
橋梁の耐震(5)  

Ⅰ-107～Ⅰ-114 梶田 幸秀
橋梁の耐震(6)  

Ⅰ-115～Ⅰ-122 竹田 周平
地震応答解析(1)  

Ⅰ-123～Ⅰ-130 澤田 純男
地震応答解析(2)  

Ⅰ-131～Ⅰ-137 渡辺 和明
地震応答解析(3)  

Ⅰ-138～Ⅰ-144 一井 康二

Ⅰ-３ A103
地盤震動(観測)(1)  

Ⅰ-145～Ⅰ-151 片岡 俊一
地盤震動(観測)(2)  

Ⅰ-152～Ⅰ-158 盛川 仁
地盤震動(解析)  

Ⅰ-159～Ⅰ-165 後藤 浩之
地震動予測(1)  

Ⅰ-166～Ⅰ-172 丸山　喜久
地震動予測(2)  

Ⅰ-173～Ⅰ-178 末冨 岩雄
ダム・タンクの耐震(1)  

Ⅰ-179～Ⅰ-185 有賀 義明
ダム・タンクの耐震(2)  

Ⅰ-186～Ⅰ-192 西内 達雄
振動  

Ⅰ-193～Ⅰ-200 木本　和志

Ⅰ-４ A105
疲労(1)  

Ⅰ-201～Ⅰ-208 貝沼 重信
疲労(2)  

Ⅰ-209～Ⅰ-216 小西 拓洋
疲労(3)  

Ⅰ-217～Ⅰ-224 判治 剛
疲労(4)  

Ⅰ-225～Ⅰ-231 村越 潤
疲労(5)  

Ⅰ-232～Ⅰ-238 小野 秀一
疲労(6)  

Ⅰ-239～Ⅰ-246 冨永 知徳
リアルタイム地震工学  

Ⅰ-247～Ⅰ-254 鈴木 崇伸
震害  

Ⅰ-255～Ⅰ-261 宮島 昌克

Ⅰ-５ A106
耐風・風工学(1)  

Ⅰ-262～Ⅰ-268 荻原 勝也
耐風・風工学(2)  

Ⅰ-269～Ⅰ-275 白土 博通
耐風・風工学(3)  

Ⅰ-276～Ⅰ-282 若原 敏裕
耐風・風工学(4)  

Ⅰ-283～Ⅰ-288 麓 興一郎
耐風・風工学(5)  

Ⅰ-289～Ⅰ-295 平野 廣和
耐風・風工学(6)  

Ⅰ-296～Ⅰ-302 北川 徹哉
最適設計  

Ⅰ-303～Ⅰ-310 水野 裕介
構造同定  

Ⅰ-311～Ⅰ-318 森崎 啓
構造計画/安全性・信頼性  
Ⅰ-319～Ⅰ-326 佐藤　尚次

Ⅰ-６ A201
地震防災(1)  

Ⅰ-327～Ⅰ-332 鈴木 進吾
地震防災(2)  

Ⅰ-333～Ⅰ-338 能島 暢呂
地震防災(3)  

Ⅰ-339～Ⅰ-346 中島 正人
地震防災(4)  

Ⅰ-347～Ⅰ-353 志波 由紀夫
座屈・耐荷力(板)(1)  

Ⅰ-354～Ⅰ-360 村上 茂之
座屈・耐荷力(桁)(2)  

Ⅰ-361～Ⅰ-367 岡田 淳
座屈・耐荷力(3)/骨組・骨組部材  

Ⅰ-368～Ⅰ-373 村上　茂之
座屈・耐荷力(柱)(4)  

Ⅰ-374～Ⅰ-379 野上 邦栄

Ⅰ-７ A202
橋梁一般(設計)(1)  

Ⅰ-380～Ⅰ-386 杉山 俊幸
橋梁一般(設計)(2)  

Ⅰ-387～Ⅰ-393 大久保 宣人
橋梁一般(設計)(3)  

Ⅰ-394～Ⅰ-400 利根川 太郎
橋梁一般(施工)(4)  

Ⅰ-401～Ⅰ-408 春日井 俊博
橋梁一般(測定)(5)  

Ⅰ-409～Ⅰ-414 稲葉 尚文
木橋・木質構造  

Ⅰ-415～Ⅰ-422 後藤 文彦
橋梁床版(1)  

Ⅰ-423～Ⅰ-429 街道 浩
橋梁床版(2)  

Ⅰ-430～Ⅰ-437 大西 弘志

Ⅰ-８ A203
診断・補修・補強(1)  

Ⅰ-438～Ⅰ-445 阿知波 秀彦
診断・補修・補強(2)  

Ⅰ-446～Ⅰ-452 森川　昌司
診断・補修・補強(3)  

Ⅰ-453～Ⅰ-459 睦好　宏史
診断・補修・補強(4)  

Ⅰ-460～Ⅰ-466 石川 敏之
非破壊評価  

Ⅰ-467～Ⅰ-474 木本 和志
耐震設計法  

Ⅰ-475～Ⅰ-481 葛西 昭
溶接  

Ⅰ-482～Ⅰ-488 本間 宏二
接合  

Ⅰ-489～Ⅰ-494 鷹羽 新二
継手  

Ⅰ-495～Ⅰ-501 町田 文孝

Ⅰ-９ A204
衝撃(1)  

Ⅰ-502～Ⅰ-509 宮下 剛
衝撃(2)  

Ⅰ-510～Ⅰ-517 園田 佳巨
衝撃(3)  

Ⅰ-518～Ⅰ-525 別府 万寿博
衝撃(4)  

Ⅰ-526～Ⅰ-533 松林 卓
基礎の耐震  

Ⅰ-534～Ⅰ-539 飛田 哲男
地中構造物の耐震  

Ⅰ-540～Ⅰ-545 大友 敬三
計算力学(1)  

Ⅰ-546～Ⅰ-553 浅井 光輝
計算力学(2)  

Ⅰ-554～Ⅰ-561 井嶋 克志
計算力学(3)  

Ⅰ-562～Ⅰ-569 東平 光生

Ⅰ-10 A205
橋梁振動(1)  

Ⅰ-570～Ⅰ-577 蟹江 俊仁
橋梁振動(2)  

Ⅰ-578～Ⅰ-585 小室 雅人
橋梁振動(3)  

Ⅰ-586～Ⅰ-593 山口 宏樹
振動制御(パッシブ)(1)  

Ⅰ-594～Ⅰ-601 谷中 聡久
振動制御(パッシブ・アクティブ)(2)  

Ⅰ-602～Ⅰ-609 五十嵐 晃
免震構造・設計(1)  

Ⅰ-610～Ⅰ-617 北原 武嗣
免震構造・設計(2)/落橋防止構造

Ⅰ-618～Ⅰ-625 豊岡 亮洋

Ⅱ-１ B101
流出・洪水(1)  

Ⅱ-001～Ⅱ-008 横尾 善之
流出・洪水(2)  

Ⅱ-009～Ⅱ-016 木内 豪
水災害  

Ⅱ-017～Ⅱ-024 河村 明

【研04】'コンピュータは橋を変えるか PUB・水文設計  
Ⅱ-025～Ⅱ-031 牛山 素行

水循環・水資源  
Ⅱ-032～Ⅱ-038 沖 大幹

【研15】'我が国の橋梁の維持・管理
を考える－その現状分析と将来展
望－

地下水理・地下水文  
Ⅱ-039～Ⅱ-046 江種 伸之

水・熱環境  
Ⅱ-047～Ⅱ-053 稲垣　厚至

閉鎖性水域環境  
Ⅱ-054～Ⅱ-061 天野 邦彦

Ⅱ-２ B102
沿岸域の環境(1)  

Ⅱ-062～Ⅱ-069 宇野　宏司
沿岸域の環境(2)  

Ⅱ-070～Ⅱ-077 山中 亮一
沿岸域の環境・生態系(1)  

Ⅱ-078～Ⅱ-084 入江　政安
沿岸域の環境・生態系(2)  
Ⅱ-085～Ⅱ-092 中野 晋

【研05】'ＦＲＰがつくる新たな複合構
造

河川の水環境  
Ⅱ-093～Ⅱ-100 大澤 和敏

物質輸送・循環  
Ⅱ-101～Ⅱ-108 田村 隆雄

【研16】これからの社会基盤整備と
維持管理への対応　―情報技術・自
動化技術の活用をめざして―

流砂  
Ⅱ-109～Ⅱ-116 竹林 洋史

流路・河床変動  
Ⅱ-117～Ⅱ-124 音田 慎一郎

ダム堆砂・排砂  
Ⅱ-125～Ⅱ-132 里深 好文

河川地形  
Ⅱ-133～Ⅱ-140 藤田 光一

Ⅱ-３ B103
津波  

Ⅱ-141～Ⅱ-147 高橋 智幸
波浪・予測  

Ⅱ-148～Ⅱ-154 藤間 功司
海浜変形  

Ⅱ-155～Ⅱ-162 有働　恵子

【研06】美しい国づくり政策大綱にも
とづく公共事業の展開 -東北地方に
おける取り組み-

潜堤・人工リーフ  
Ⅱ-163～Ⅱ-169 黒岩　正光

海岸構造物  
Ⅱ-170～Ⅱ-175 羽田野　袈裟善

【研17】土木史研究の未来 護岸  
Ⅱ-176～Ⅱ-182 村上　啓介

沿岸域の流れ  
Ⅱ-183～Ⅱ-189 西田 修三

浮体・波力発電  
Ⅱ-190～Ⅱ-197 有田　守

海岸災害・防災  
Ⅱ-198～Ⅱ-204 清水　勝義

Ⅱ-４ B104
水理計測・観測手法  

Ⅱ-205～Ⅱ-212 横山 勝英
開水路の水理  

Ⅱ-213～Ⅱ-220 石垣 泰輔
河川構造物  

Ⅱ-221～Ⅱ-228 髙橋　正行
河道の水理  

Ⅱ-229～Ⅱ-234 重枝 未玲

【研07】'市民にとって良いインフラと
それを支える技術・技術者システム

河川・流域管理  
Ⅱ-235～Ⅱ-241 真野 明

数値流体力学  
Ⅱ-242～Ⅱ-247 米山 望

【研18】技術教育における映像メディ
アの効果

水圏の生態系(1)  
Ⅱ-248～Ⅱ-254 和田　清

水圏の生態系(2)  
Ⅱ-255～Ⅱ-262 島谷 幸宏

植生水理  
Ⅱ-264～Ⅱ-270 池田 裕一

水圏環境の保全・再生・創造  
Ⅱ-271～Ⅱ-278 上月 康則

Ⅲ-１ C401 地盤の動的挙動(1)  
Ⅲ-001～Ⅲ-008 豊田　浩史

地盤の動的挙動(2)  
Ⅲ-009～Ⅲ-016 田地 陽一

地盤の動的挙動(3)  
Ⅲ-017～Ⅲ-023 高橋 章浩

地盤の動的挙動(4)  
Ⅲ-024～Ⅲ-030 河井　正

地盤の動的挙動(5)  
Ⅲ-031～Ⅲ-038 森田 年一

地盤の動的挙動(6)  
Ⅲ-039～Ⅲ-046 立石 章

地盤の動的挙動(7)  
Ⅲ-047～Ⅲ-054 規矩 大義

土の動的性質(1)  
Ⅲ-055～Ⅲ-062 中澤 博志

土の動的性質(2)  
Ⅲ-063～Ⅲ-069 仙頭 紀明

Ⅲ-２ C402
斜面(1)  

Ⅲ-070～Ⅲ-076 土倉 泰
斜面(2)  

Ⅲ-077～Ⅲ-083 岩佐 直人
斜面(3)  

Ⅲ-084～Ⅲ-091 伊藤 和也
斜面(4)  

Ⅲ-092～Ⅲ-098 大塚 悟
斜面(5)  

Ⅲ-099～Ⅲ-106 中村 晋
杭(1)  

Ⅲ-107～Ⅲ-114 水谷 崇亮
杭(2)  

Ⅲ-115～Ⅲ-123 塩崎 禎郎
杭(3)  

Ⅲ-124～Ⅲ-131 小嶋 英治
杭(4)  

Ⅲ-132～Ⅲ-138 森 伸一郎

Ⅲ-３ C403
土質安定処理・地盤改良(1)  
Ⅲ-139～Ⅲ-145 石井 裕泰

土質安定処理・地盤改良(2)  
Ⅲ-146～Ⅲ-154 林 健太郎

土質安定処理・地盤改良(3)  
Ⅲ-155～Ⅲ-162 新坂 孝志

土質安定処理・地盤改良(4)  
Ⅲ-163～Ⅲ-170 永留 健

土質安定処理・地盤改良(5)  
Ⅲ-171～Ⅲ-178 田口　博文

土質安定処理・地盤改良(6)  
Ⅲ-179～Ⅲ-185 林 泰弘

土質安定処理・地盤改良(7)  
Ⅲ-186～Ⅲ-193 矢島 寿一

締固め  
Ⅲ-194～Ⅲ-200 藤原 斉郁

フィルダム  
Ⅲ-201～Ⅲ-207 沼田　淳紀

Ⅲ-４ C404
粘土の変形特性  

Ⅲ-208～Ⅲ-215 大向 直樹
砂の変形特性  

Ⅲ-216～Ⅲ-223 内村　太郎
圧縮・圧密  

Ⅲ-224～Ⅲ-231 早野 公敏
地盤の応力と変形  

Ⅲ-232～Ⅲ-239 中井 健太郎
岩の工学的性質  

Ⅲ-240～Ⅲ-247 伊東　孝
現現計測  

Ⅲ-248～Ⅲ-254 小林 薫
補強土(1)  

Ⅲ-255～Ⅲ-261 三上 和久
補強土(2)  

Ⅲ-262～Ⅲ-268 平井　貴雄
補強土(3)  

Ⅲ-269～Ⅲ-275 松島　健一

Ⅲ-５ C405
試験法・調査法  

Ⅲ-276～Ⅲ-284 神田 政幸
地下空洞と地下構造物／高圧貯蔵  

Ⅲ-285～Ⅲ-292 満尾　淳

地下空洞と地下構造物／数値解
析・評価  

Ⅲ-293～Ⅲ-300 青木 智幸

数値解析(1)  
Ⅲ-301～Ⅲ-307 山田 正太郎

数値解析(2)  
Ⅲ-308～Ⅲ-315　前田　健一

トンネル(1)  
Ⅲ-316～Ⅲ-323 小宮 一仁

トンネル(2)  
Ⅲ-324～Ⅲ-330 小泉　直人

トンネル(3)  
Ⅲ-331～Ⅲ-337 森本 智

トンネル(4)  
Ⅲ-338～Ⅲ-346 野城 一栄

Ⅲ-６ C406
透水・浸透(1)  

Ⅲ-347～Ⅲ-354 高坂 信章
透水・浸透(2)  

Ⅲ-355～Ⅲ-362 小松 満
透水・浸透(3)  

Ⅲ-363～Ⅲ-371 進士 喜英
土壌地下水汚染(1)  

Ⅲ-372～Ⅲ-377 乾 徹
土壌地下水汚染(2)  

Ⅲ-378～Ⅲ-385 小澤 一喜
廃棄物  

Ⅲ-386～Ⅲ-392 小宮　哲平
リサイクル  

Ⅲ-393～Ⅲ-400 乾　徹
シールドトンネル(1)  

Ⅲ-401～Ⅲ-407 津野 究
シールドトンネル(2)  

Ⅲ-408～Ⅲ-415 杉本 光隆

Ⅲ-７ C407
土留め  

Ⅲ-416～Ⅲ-424 谷中 仁志
基礎工  

Ⅲ-425～Ⅲ-432 森川 嘉之
凍結・凍土CS-9火山工学  
Ⅲ-433～Ⅲ-440 佐藤 厚子

地盤の性能評価  
Ⅲ-441～Ⅲ-446 鈴木 誠

特殊土  
Ⅲ-447～Ⅲ-453 柳浦 良行

不飽和土  
Ⅲ-454～Ⅲ-461 西村 友良

土の物理化学的性質  
Ⅲ-462～Ⅲ-467 小高 猛司

安全性・信頼性・リスクマネジメント  
Ⅲ-468～Ⅲ-475 本城 勇介

土圧・都市地盤情報その他  
Ⅲ-476～Ⅲ-483 竹村　次朗

Ⅳ-１ C101
分岐器  

Ⅳ-001～Ⅳ-006 前田 昌克
まくらぎ・レール締結装置  

Ⅳ-007～Ⅳ-014 若月　雅人
軌道の省力化  

Ⅳ-015～Ⅳ-021 小西 俊之
ロングレール  

Ⅳ-022～Ⅳ-028 井上　淳太
軌道管理と予測手法  

Ⅳ-029～Ⅳ-036 佐竹 宣章
軌道の状態監視  

Ⅳ-037～Ⅳ-044 永沼 泰州
レール管理(1)  

Ⅳ-045～Ⅳ-052 西本 正人
レール管理(2)  

Ⅳ-053～Ⅳ-060 福井　義弘
レール管理(3)  

Ⅳ-061～Ⅳ-067 小林 潤
軌道力学  

Ⅳ-068～Ⅳ-075 石川 達也

Ⅳ-２ C102
トンネル災害  

Ⅳ-076～Ⅳ-083 布川　修
基礎・盛土・災害  

Ⅳ-084～Ⅳ-091 篠田　昌弘
施工  

Ⅳ-092～Ⅳ-099 工藤 伸司
耐震  

Ⅳ-100～Ⅳ-106 岩田 秀治
環境・バリアフリー  

Ⅳ-107～Ⅳ-114 今井 俊昭
線路の安全管理  

Ⅳ-115～Ⅳ-122 髙尾 賢一
軌道整備(1)  

Ⅳ-123～Ⅳ-129 名村 明
軌道整備(2)・道床  

Ⅳ-130～Ⅳ-136 関根 悦夫

Ⅳ-３ C103
モニタリング  

Ⅳ-137～Ⅳ-142 伊藤 裕一
コンクリート橋維持管理  
Ⅳ-143～Ⅳ-150 津吉 毅

騒音・振動・火災  
Ⅳ-151～Ⅳ-157 柳沼　謙一

鋼橋・維持管理  
Ⅳ-158～Ⅳ-165 杉本 一朗

景観調査、分析  
Ⅳ-166～Ⅳ-172 吉村 晶子

景観評価  
Ⅳ-173～Ⅳ-178 真田 純子

景観デザイン・土木史(1)  
Ⅳ-179～Ⅳ-186 石田 眞二

土木史(2)  
Ⅳ-187～Ⅳ-194 原口 征人

Ⅳ-４ C104
交通事故・安全  

Ⅳ-195～Ⅳ-202 浜岡 秀勝
交通政策と評価  

Ⅳ-203～Ⅳ-210 日比野 直彦
物流とエネルギー  

Ⅳ-211～Ⅳ-218 柴崎 隆一
測量・リモートセンシング  

Ⅳ-219～Ⅳ-226 國井 洋一
被災調査・分析  

Ⅳ-227～Ⅳ-233 山中 稔
防災施策  

Ⅳ-234～Ⅳ-241 高橋　和雄
防災計画  

Ⅳ-242～Ⅳ-248 木村 定雄
災害リスク評価  

Ⅳ-249～Ⅳ-255 大原 美保

Ⅳ-５ C105
鉄道計画  

Ⅳ-256～Ⅳ-262 金子 雄一郎
駐車場・駅前広場  

Ⅳ-263～Ⅳ-269 髙見　淳史
歩行者・自転車交通  

Ⅳ-270～Ⅳ-277 小川 圭一
交通サービス・評価  

Ⅳ-278～Ⅳ-284 佐藤 徹治
ＩＴＳ  

Ⅳ-285～Ⅳ-291 関本　義秀
交通情報提供  

Ⅳ-292～Ⅳ-297 山下　良久
交通ネットワーク  

Ⅳ-298～Ⅳ-305 井料 隆雅
道路工学  

Ⅳ-306～Ⅳ-312 野中 康弘

Ⅳ-６ C106
都市・地域構造  

Ⅳ-313～Ⅳ-319 梶田 佳孝
都市・地域計画(1)  

Ⅳ-320～Ⅳ-326 大西 正光
都市・地域計画(2)  

Ⅳ-327～Ⅳ-332 志摩 憲寿
都市・地域計画(3)  

Ⅳ-333～Ⅳ-339 大庭　哲治
観光  

Ⅳ-340～Ⅳ-347 古谷 知之
土地利用計画  

Ⅳ-348～Ⅳ-354 熊谷　樹一郎
住民参加  

Ⅳ-355～Ⅳ-362 鈴木 温
公共交通  

Ⅳ-363～Ⅳ-368 猪井　博登

Ⅴ-１ C201
舗装一般  

Ⅴ-001～Ⅴ-007 七五三野 茂
構造設計・構造評価（舗装）  
Ⅴ-008～Ⅴ-015 秋葉 正一

アスファルト系舗装  
Ⅴ-016～Ⅴ-023 徳光　克也

路床・路盤  
Ⅴ-024～Ⅴ-031 桃谷 尚嗣

舗装材料（１）  
Ⅴ-032～Ⅴ-039 島崎 勝

舗装材料（２）  
Ⅴ-040～Ⅴ-047 安倍 隆二

リサイクル（舗装）  
Ⅴ-048～Ⅴ-055 上坂 憲一

維持・修繕(舗装)  
Ⅴ-056～Ⅴ-063 吉中 保

環境保全（舗装）（１）  
Ⅴ-064～Ⅴ-070 寺田 剛

環境保全（舗装）（２）  
Ⅴ-071～Ⅴ-077 鎌田 修

Ⅴ-２ C202
アルカリ骨材反応 Ⅰ  

Ⅴ-078～Ⅴ-084 古賀 裕久
アルカリ骨材反応 Ⅱ  

Ⅴ-085～Ⅴ-091 久保 善司
アルカリ骨材反応 Ⅲ  

Ⅴ-092～Ⅴ-098 川端 雄一郎
アルカリ骨材反応 　Ⅳ  

Ⅴ-099～Ⅴ-104 山田 一夫
鋼材腐食 Ⅰ  

Ⅴ-105～Ⅴ-111 中村 英佑
鋼材腐食 Ⅱ  

Ⅴ-112～Ⅴ-118 上原子 晶久
路面評価（１）  

Ⅴ-119～Ⅴ-126 亀山 修一
路面評価（舗装）（２）  

Ⅴ-127～Ⅴ-134 黒川 卓郎
セメント系舗装（１）  

Ⅴ-135～Ⅴ-142 小関 裕二
セメント系舗装（２）  

Ⅴ-143～Ⅴ-150 吉本 徹

Ⅴ-３ C203
非破壊検査法（１）  

Ⅴ-151～Ⅴ-157 松山 公年
非破壊検査法（２）  

Ⅴ-158～Ⅴ-165 金田 尚志
非破壊検査法（３）  

Ⅴ-166～Ⅴ-172 鎌田 敏郎
非破壊検査法（４）  

Ⅴ-173～Ⅴ-179 松田 浩
劣化予測  

Ⅴ-180～Ⅴ-186 山本 貴士
維持管理  

Ⅴ-187～Ⅴ-194 小林 孝一
防食  

Ⅴ-195～Ⅴ-202 加藤 絵万
塩害（１）  

Ⅴ-203～Ⅴ-210 田中 博一
塩害（２）  

Ⅴ-211～Ⅴ-218 山路 徹
塩害（３）  

Ⅴ-219～Ⅴ-226 網野　貴彦

Ⅴ-４ C204
混和材（１）  

Ⅴ-227～Ⅴ-233 山本 武志
混和材(2)  

Ⅴ-234～Ⅴ-240 岸 利治
混和材(３)、混和剤  

Ⅴ-241～Ⅴ-247 谷村 充

フレッシュコンクリート・高流動コンク
リート  

Ⅴ-248～Ⅴ-255 宇野 洋志城

短繊維コンクリート（材料）（１）  
Ⅴ-256～Ⅴ-263 栗橋 祐介

短繊維コンクリート（材料）（２）  
Ⅴ-264～Ⅴ-271 内田 裕市

凍結融解  
Ⅴ-272～Ⅴ-277 阿波 稔

耐火性  
Ⅴ-278～Ⅴ-283 西岡 真帆

ライフサイクル（LCC、LCA）  
Ⅴ-284～Ⅴ-290 佐々木　肇

Ⅴ-５ C205
耐久性一般(1)  

Ⅴ-291～Ⅴ-298 山口 明伸
耐久性一般(2)  

Ⅴ-299～Ⅴ-306 丸屋 剛
耐久性一般(3)  

Ⅴ-307～Ⅴ-314 竹田 宣典
製造・施工、品質管理・検査  
Ⅴ-315～Ⅴ-322 谷口 秀明

新材料・新工法（材料）(1)  
Ⅴ-323～Ⅴ-328 谷口 裕史

新材料・新工法（材料）(2)  
Ⅴ-329～Ⅴ-334 近松 竜一

補修・補強(材料）（１）  
Ⅴ-335～Ⅴ-341 審良 善和

補修・補強(材料）（２）  
Ⅴ-342～Ⅴ-348 宇治 公隆

補修・補強(材料）（３）  
Ⅴ-349～Ⅴ-354 橋本 親典

補修・補強（材料）（４）  
Ⅴ-355～Ⅴ-361 斯波 明宏

Ⅴ-６ C206
骨材  

Ⅴ-362～Ⅴ-368 鶴田 浩章
物性（１）  

Ⅴ-369～Ⅴ-374 辻 正哲
物性（２）  

Ⅴ-375～Ⅴ-381 坂井 悦郎
評価・試験方法  

Ⅴ-382～Ⅴ-387 横関　康祐
再生コンクリート  

Ⅴ-388～Ⅴ-394 麓 隆行
リサイクル  

Ⅴ-395～Ⅴ-401 北辻 政文
副産物利用・再生材料（１）  
Ⅴ-402～Ⅴ-407 佐川 康貴

副産物利用・再生材料（２）  
Ⅴ-408～Ⅴ-415 福留 和人

エコ・緑化コンクリート  
Ⅴ-416～Ⅴ-421 梶尾 聡

Ⅴ-７ C301
クリープ・収縮（１）  

Ⅴ-422～Ⅴ-428 宮澤 伸吾
クリープ･収縮（２）  

Ⅴ-429～Ⅴ-434 下村 匠
温度応力（１）  

Ⅴ-435～Ⅴ-441 遠藤　孝夫
温度応力（２）  

Ⅴ-442～Ⅴ-449 溝渕 利明
ひび割れ  

Ⅴ-450～Ⅴ-455 細田 暁
特殊コンクリート  

Ⅴ-456～Ⅴ-463 浦野 真次

Ⅴ-８ C303
耐震・耐震診断( Ⅰ）  

Ⅴ-464～Ⅴ-471 岡野 素之
耐震・耐震診断( Ⅱ）  

Ⅴ-472～Ⅴ-478 中村 光
耐震補強（ Ⅰ）  

Ⅴ-479～Ⅴ-485 三木 朋広
耐震補強( Ⅱ）  

Ⅴ-486～Ⅴ-492 木野 淳一
連続繊維補強コンクリート（構造）  

Ⅴ-493～Ⅴ-498 服部 篤史

補修・補強（構造）、新材料・新工法
（構造）  

Ⅴ-499～Ⅴ-506 上東 泰

構造物調査・診断（ Ⅰ）  
Ⅴ-507～Ⅴ-513 勝木 太

構造物調査・診断（ Ⅱ）  
Ⅴ-514～Ⅴ-520 岩波 光保

構造物調査・診断( Ⅲ）  
Ⅴ-521～Ⅴ-526 堤 知明

短繊維補強コンクリート（構造）  
Ⅴ-527～Ⅴ-534 伊藤 始

Ⅴ-９ C302
せん断・ねじり( Ⅰ）  

Ⅴ-535～Ⅴ-541 髙橋 良輔
せん断・ねじり( Ⅱ）  

Ⅴ-542～Ⅴ-549 日比野　誠
曲げ  

Ⅴ-550～Ⅴ-555 濱田　秀則
付着・定着・継手  

Ⅴ-556～Ⅴ-563 島 弘
構造設計  

Ⅴ-564～Ⅴ-571 斉藤 成彦
数値解析  

Ⅴ-572～Ⅴ-579 吉武 謙二
振動・疲労・衝撃  

Ⅴ-580～Ⅴ-585 水田　真紀
プレキャストコンクリート  
Ⅴ-586～Ⅴ-592 渡辺 健

プレストレストコンクリート  
Ⅴ-593～Ⅴ-599 二井谷 教治

Ⅵ-１ A302
シールドトンネル（１）  

Ⅵ-001～Ⅵ-006 吉田 公宏
シールドトンネル（２）  

Ⅵ-007～Ⅵ-012 岡田　龍二
シールドトンネル（３）  

Ⅵ-013～Ⅵ-018 盛岡 義郎
シールドトンネル（４）  

Ⅵ-019～Ⅵ-024 鹿島 竜之介
シールドトンネル（５）  

Ⅵ-025～Ⅵ-031 團 昭博
シールドトンネル（６）  

Ⅵ-032～Ⅵ-038 譽田 孝宏
測量・計測  

Ⅵ-039～Ⅵ-045 中出 剛
ＧＰＳ・ＧＩＳ  

Ⅵ-046～Ⅵ-051 熊谷　幸樹

Ⅵ-２ A303
検査技術・診断（１）  

Ⅵ-052～Ⅵ-059 前田 敏也
検査技術・診断（２）  

Ⅵ-060～Ⅵ-067 岩井　稔
検査技術・診断（３）  

Ⅵ-068～Ⅵ-075 羽矢 洋
検査技術・診断（４）  

Ⅵ-076～Ⅵ-083 宮本 文穂
リニューアル（１）  

Ⅵ-084～Ⅵ-091 田中 樹由
リニューアル（２）  

Ⅵ-092～Ⅵ-099 廣田 元嗣
リニューアル（３）  

Ⅵ-100～Ⅵ-107 徳重　英信
リニューアル（４）  

Ⅵ-108～Ⅵ-114 井上　寿一郎
リニューアル（５）  

Ⅵ-115～Ⅵ-122 出口　明男
リニューアル（６）  

Ⅵ-123～Ⅵ-129 熊野　義敏

Ⅵ-３ A304
施工技術（１）  

Ⅵ-130～Ⅵ-137 寺澤 正人
施工技術（２）  

Ⅵ-138～Ⅵ-144 坂井　吾郎
施工技術（３）  

Ⅵ-145～Ⅵ-152 影山 雄
施工技術（４）  

Ⅵ-153～Ⅵ-160 渡邊　輝康
施工技術（５）  

Ⅵ-161～Ⅵ-168 喜多 直之
施工技術（６）/技術開発（１）  
Ⅵ-169～Ⅵ-177 田坂 幹雄

技術開発（２）  
Ⅵ-178～Ⅵ-185 小林 薫

橋梁  
Ⅵ-186～Ⅵ-193 渡辺 孝穂

Ⅵ-４ A305
建設マネジメント（１）  

Ⅵ-194～Ⅵ-200 佐橋 義仁
建設マネジメント（２）  

Ⅵ-201～Ⅵ-208 永田　尚人
プロジェクトマネジメント（PM/CM）  

Ⅵ-209～Ⅵ-215 森　望
入札・契約  

Ⅵ-216～Ⅵ-223 五艘 隆志
建設環境（１）  

Ⅵ-224～Ⅵ-229 畠 俊郎
建設環境（２）  

Ⅵ-230～Ⅵ-235 川端　淳一
安全管理・品質管理  

Ⅵ-236～Ⅵ-242 田中 啓之

Ⅵ-５ A306
地下構造物（１）  

Ⅵ-243～Ⅵ-250 岩波 基
地下構造物（２）  

Ⅵ-251～Ⅵ-256 土屋 雅徳
開削トンネル  

Ⅵ-257～Ⅵ-264 山本 忠久
土留め  

Ⅵ-265～Ⅵ-272 田中 耕一
各種基礎・地盤改良  

Ⅵ-273～Ⅵ-280 堀越 研一
ダム・河川構造物  

Ⅵ-281～Ⅵ-286 高橋 博
設計技術  

Ⅵ-287～Ⅵ-293 西垣 和弘

Ⅵ-６ A307
山岳トンネル（１）  

Ⅵ-294～Ⅵ-299 森崎　泰隆
山岳トンネル（２）  

Ⅵ-300～Ⅵ-305 畑 浩二
山岳トンネル（３）  

Ⅵ-306～Ⅵ-312 金岡 幹
山岳トンネル（４）  

Ⅵ-313～Ⅵ-319 浅野　豊
山岳トンネル（５）  

Ⅵ-320～Ⅵ-326 山本 拓治
山岳トンネル（６）  

Ⅵ-327～Ⅵ-334 岡野 法之
港湾・海洋構造物（１）  

Ⅵ-335～Ⅵ-342 森山　信
港湾・海洋構造物（２）  

Ⅵ-343～Ⅵ-350 三輪 晴文
港湾・海洋構造物（３）  

Ⅵ-351～Ⅵ-358 石井　毅
港湾・海洋構造物（４）  

Ⅵ-359～Ⅵ-366 田中 洋行

Ⅶ-１ C304
下水処理  

Ⅶ-001～Ⅶ-007 越川 博元
栄養塩除去（１）  

Ⅶ-008～Ⅶ-014 伊藤 司
栄養塩除去（２）・生物膜  

Ⅶ-015～Ⅶ-021 金田一 智規
膜分離・汚泥処理  

Ⅶ-022～Ⅶ-028 石川　宗孝
上下水道管理・物理化学処理  
Ⅶ-029～Ⅶ-034 堀内 将人

有害物質環境汚染  
Ⅶ-035～Ⅶ-039 笠原　伸介

嫌気性処理（１）  
Ⅶ-040～Ⅶ-046 山田 真義

嫌気性処理（２）  
Ⅶ-047～Ⅶ-053 佐藤 久

Ⅶ-２ C305
循環資源・リサイクル（１）  

Ⅶ-054～Ⅶ-060 中山 裕文
循環資源・リサイクル（２）  

Ⅶ-061～Ⅶ-066 三澤 孝史
バイオマス・廃棄物処理  

Ⅶ-067～Ⅶ-072 鈴木 祥広
廃棄物管理・処分  

Ⅶ-073～Ⅶ-078 百代 淳一
底泥・河口環境  

Ⅶ-079～Ⅶ-084 片倉　徳男
バイオレメディエーション  

Ⅶ-085～Ⅶ-090 棚橋　秀行
土壌・地下水汚染（１）  

Ⅶ-091～Ⅶ-096 奥田　信康
土壌・地下水汚染（２）  

Ⅶ-097～Ⅶ-103 中村 寛治
土壌・地下水汚染（３）  

Ⅶ-104～Ⅶ-110 井上 康

Ⅶ-３ C306
環境経済・意識・教育  

Ⅶ-111～Ⅶ-116 片山 浩之
大気環境  

Ⅶ-117～Ⅶ-122 村尾　直人
騒音  

Ⅶ-123～Ⅶ-129 秋葉 正一
振動  

Ⅶ-130～Ⅶ-134 松本 泰尚
環境影響評価  

Ⅶ-135～Ⅶ-141 土佐 光司
都市環境・エネルギー  

Ⅶ-142～Ⅶ-146 髙橋　岩仁
物理化学処理  

Ⅶ-147～Ⅶ-153 小坂　浩司
遺伝子工学  

Ⅶ-154～Ⅶ-160 村上 和仁

Ⅶ-４ C307
環境創造・ビオトープ  

Ⅶ-161～Ⅶ-167 西村 修
森林・植生  

Ⅶ-168～Ⅶ-174 石田 哲朗
生態系モニタリング（１）  

Ⅶ-175～Ⅶ-181 中野 和典
生態系モニタリング（２）  

Ⅶ-182～Ⅶ-186 岡村 武志
温暖化対策  

Ⅶ-187～Ⅶ-192 荒巻 俊也
環境計画・管理  

Ⅶ-193～Ⅶ-199 増田 貴則
水質浄化技術  

Ⅶ-200～Ⅶ-206 梅崎 健夫
水質モニタリング・解析（１）  
Ⅶ-207～Ⅶ-212 靏巻 峰夫

水質モニタリング・解析（２）  
Ⅶ-213～Ⅶ-218 宮里直樹

CS-Ａ B201
CS5放射性廃棄物の処理・処分技

術（1）
CS-001～CS-006 小野 文彦

CS5放射性廃棄物の処理・処分技
術（2）

CS-007～CS-012 小峯 秀雄

CS5放射性廃棄物の処理・処分技
術（3）

CS-013～CS-017 田中 幸久

CS5放射性廃棄物の処理・処分技
術（4）

CS-018～CS-023 谷 智之

【研08】'土木工学分野ではEディフェ
ンスをどのように活用すべきか？

CS5放射性廃棄物の処理・処分技
術（5）

CS-024～CS-030 廣永 道彦

CS5放射性廃棄物の処理・処分技
術（6）

CS-031～CS-037 大脇　英司

【研19】地下空間が都市問題解決に
果たしてきた役割と社会への発信

CS5放射性廃棄物の処理・処分技
術（7）

CS-038～CS-044 戸井田 克

CS5放射性廃棄物の処理・処分技
術（8）

CS-045～CS-052 金子 岳夫

CS5放射性廃棄物の処理・処分技
術（9）

CS-053～CS-061 河西 基

CS-Ｂ B202
CS2複合構造物（1）

CS-001～CS-008 谷口　望
CS2複合構造物（2）

CS-009～CS-016 奥井 義昭

CS6土木分野におけるデジタル画像
の利用と可能性

CS-001～CS-008 福森　浩史

CS7土木工学の発展に向けた資料
の収集，保存と利・活用

CS-001～CS-008 北浦 勝

【研09】大都市の国際競争力向上の
ための基盤整備 CS2複合構造物（3）

CS-017～CS-024 池田 学
CS2複合構造物（4）

CS-025～CS-032 溝江 慶久

【研20】ここまでできる！　土木の３
次元 CS2複合構造物（5）

CS-033～CS-040 中島 章典
CS2複合構造物（6）

CS-041～CS-047 中村　一史
CS2複合構造物（7）

CS-048～CS-054 西崎 到

CS-Ｃ B203
CS1土木教育一般（1）

CS-001～CS-008 飯塚 敦
CS1土木教育一般（2）

CS-009～CS-016 藤井 聡
CS1土木教育一般（3）

CS-017～CS-024 末武 義崇

【研10】ダイバーシティマネジメントを
土木業界からはじめよう！ CS12エンジニアリング・デザインとその教育

－創造と統合、その能力向上に向けて－（1）

 CS-001～CS-007 矢崎 勝彦

CS12エンジニアリング・デザインとその教育

－創造と統合、その能力向上に向けて－（2）

CS-008～CS-014 鷲見 浩一

【研21】木材を活かした国づくりまち
づくり 
－土木技術ができる地球温暖化対
策－

CS11流域管理と地域計画の連携
（1）

CS-001～CS-005 立川　康人

CS11流域管理と地域計画の連携
（2）

CS-006～CS-010 田中　尚人

CS10地下空間の多角的利用
CS-001～CS-006 馬場 康之

CS-Ｄ B204
CS8計算力学（1）

CS-001～CS-009 岡澤 重信
CS8計算力学（2）

CS-010～CS-018 樫山 和男
CS8計算力学（3）

CS-019～CS-027 紅露 一寛

【研11】'パーソナリティX ; 世界で活
躍する技術者たちの「技」と「義」 CS4国際プロジェクトの手法と実践

CS-001～CS-006 余傳 香奈子

【研22】活褶曲地帯の地震災害と復
興の膨大な記録から得る教訓
―　高ひずみ速度帯で発生した中越
地震・中越沖地震が残したデータ ―

A200
【研01】'国際リニアコライダー計画実
現に向けた新しい展開

【研12】新潟県被害中越沖地震被害
の現状と今後の課題

B200
【研02】水理・水文解析ソフトウェア
統合型共通基盤の発展に向けて
（仮）

【研13】インフラ国勢調査2007　～体
力測定と健康診断～

C200
【研03】土木界からの地球温暖化対
策への貢献

【研14】先輩に聞く－環境工学の将
来

マルチメディア 大ホール

Panel Discussion（研究討論会）
"Expectations and Assistance to
International Students in Japan"
　　　（留学生への期待と支援）
16:10～18:10

CS1-土木教育一般　　CS2-複合構造物　　CS4-国際プロジェクトの手法と実践　　CS5-放射性廃棄物の処理・処分技術　　CS6-土木分野におけるデジタル画像の利用と可能性　　CS7-土木工学の発展に向けた資料の収集，保存と利・活用　　CS8-計算力学　　CS10-地下空間の多角的利用　　CS11-流域管理と地域計画の連携　　CS12-エンジニアリング・デザインとその教育－創造と統合、その性
能向上に向けて

９月１２日（金）９月１１日（木）

Ⅶ

９月１０日（水）

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ
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討論会

国際関
連行事

共通セッション名：

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ
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体
討
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会
　
　
　
会
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・
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ン
タ
ー

交
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会
　
　
　
　
会
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・
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国
際
セ
ン
タ
ー

特
別
講
演
会
　
　
　
会
場
・
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー

海外支部会議
10:00～12:00

International Roundtable Meeting（ラウンドテーブルミーティング）
"Who Constructed It?” Civil Engineers’ Revisualization of Goal and
Public’s Reacknowledgement of Civil Engineers’ Achievements
（『誰がこれを造ったのか』－土木技術と土木技術者の可視化）
16:10～18:10

WFEO-JFES-JSCE Joint International Symposium on Disaster Risk
Management
（WFEO-JFES-JSCE 災害リスクマネジメント国際シンポジウム）
9:00～12:00

JSCE-KSCE Concrete Joint Seminar
（JSCE-KSCE　コンクリートジョイントセミナー）
13:00～16:00

2nd Workshop on Harmonization of Design Codes in the Asian Region
（第２回アジア域内における設計基準の調和に関するワークショップ）
会場：東北大学　川内北キャンパス　講義棟A　401教室）


